


東京本部で夕涼み交流会が開催されました

　あい・友では会員同士の親睦を図るため 7月 28 日

の総会後に、東京・渋谷区のあい・友東京本部にて夕

涼み交流会を開催した。参加者は会員のほか会員の友

人も参加し、総勢約 20 名の賑やかな納涼パーティー

となった。岩崎加根子さんのお知り合いである俳優座

の方々や、さらには昨年の青木村の産業祭でジャズ公

演をした出演者

も来てくださっ

た。納涼パー

ティーでは、冷

たいおでんや、

冷奴、サーモン

のマリネなど夏

にぴったりの料理や、会員の方が手作りしてくださっ

たお赤飯や煮物などが振る舞われた。毎回、懇親会で

の料理は、山内理事が中心になり、メニューを考え、

準備しており、今回も人気の料理は早々に売り切れと

なった。

　また、交流会の特別ゲストとして、ミュージシャン

の小見野成一さんが参加、1970 年代の懐かしいフォー

クソングを披露するとともに、小見野さんのギター伴

奏に合わせて全員で合唱した。

　小見野さんは、埼玉県和光市出身の 63 歳。若いこ

ろから TV・雑誌編集・広告・イベントなどメディア

畑を渡り歩い

てきたが、退

職を機に 3年

程前から地域

の地場産業振

興やまちづく

りを支援する

ＮＰＯ「地域の

力」、みらいくる合同会社を設立。新たなフィールド

で現役生活続行中である。また、そのかたわら、還暦

デビューのフォーク・デュオ「OLD FRIEND」を結成、

音楽で地域のお年寄りを元気にする活動を進めてお

り、今年 5月から

は都内で定期ライ

ブも行っている。

この日は、単独出

演だったが、中島

みゆきや吉田拓郎

のナンバーを熱唱

した後、全員で「青

春時代」「You Are 

My Sunshine」「山のロザリア」「素晴らしい愛をもう

一度」などを歌った。

　ライブの合間には、お楽しみ景品が当たるビンゴ大

会が行われ、1等賞には見事小見野さんが輝いた。歌あ

りサプライズありで、会場は終始笑いと歓声に包まれた。

最後はみんなで大合唱♪

▲小見野さんのギターとともに熱唱

▲ビンゴ大会では素敵な景品が

▲ギターを演奏する小見野さん



　あい・友農園では現在、大久保農園長を中

心にお手伝いスタッフや地元の障がい者施設

の人たちの協力を仰ぎながら、サンチュなど

の野菜づくりに奮闘している。その農園から

最近「サンチュについて」と題するミニ新聞

が発行され、「道の駅」などで好評となっている。大久保農園長の中学生のお嬢さんがもっとサンチュを知って

もらおうとサンチュについての豆知識やサンチュを素材にした料理法などを紹介しているもので、これまで 2

か月に 1回ペースで製作している。広報紙はＡ4判カラーで、コマ漫画風の「寸劇風」あり、Ｑ＆Ａあり、「海

藻サラダの作り方」などのレシピありと、バラエティに富んだ内容である。大久保園長の家族全員がコマ漫画

の登場人物として紹介されているのもほほえましい。読者からは、「サンチュおいしかった」「絵がうまいですね」

などの声が寄せられている。

　農園ではこのほど、サンチュのほかにバジルの生産を始めた。バジルは夏場にはよく成長する食用ハーブで、

収穫量も確保できることから、商品として生産に踏み切った。現在一部出荷も始まっている。

また、今年度から農園の栽培量の増加と植物工場の知名度及び信頼度のアップを目指して、NPO全体で農園の

支援活動を推進することにしている。年 3回～ 4回、会員有志による農作業支援及び意見交換をするほか、東

京や現地で野菜工場や水耕栽培などについてのセミナーを開く。手始めにこの 10 月、1回目の農場訪問が計画

されている。

▲サンチュの苗（左）とバジルの苗（右）

▼「サンチュについて」5月号と 7月号
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